
 第Ⅱ部 第１３章 アジア諸地域の動揺 

１ オスマン帝国支配の動揺とアラブのめざめ                                                                                            教教教教ｐｐｐｐ258258258258～～～～222262626262（（（（L8L8L8L8）））） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ オスマン帝国支配の動揺とアラブのめざめ  

 

 

4 （1839～61） 

○【5         】（恩恵改革）を実施 

…国家体制の西欧化 

○クリミア戦争に勝利 

○レパントの海戦（1571）…ｽﾍﾟｲﾝ・ｳﾞｪﾈﾂｨｱ連合艦隊に敗北 

○【1             】（1683）失敗 

○【2           】条約（1699） 

…オーストリアに【3       】・トランシルヴァニアを割譲 

○ロシア（エカチェリーナ 2 世）にクリミア半島を割譲（1771） 

○ナポレオンのエジプト占領（1798） 

○ギリシア独立戦争（1821～29）→ギリシアが独立 

○エジプト=トルコ戦争（1831～33，39～40） 

→ロンドン会議（1840）…エジプトが実質的独立 

○クリミア戦争（1853～56）…英仏の支持により露に勝利 

○ロシア=トルコ戦争（1877～78） 

→ベルリン条約 

◇ルーマニア・セルビア・モンテネグロが独立 

◇ブルガリア自治国化，ロシアの保護下へ 

◇ﾎﾞｽﾆｱ・ﾍﾙﾂｪｺﾞｳﾞｨﾅがオーストリア管理下へ 

○青年トルコ革命（1908） 

 

6 （1876～1909） 

○宰相【7     】が【7     】憲法を発布 

アジア初の憲法 

○露土戦争勃発を口実に憲法停止 

→専制政治復活 

○青年トルコ革命（1908）により廃位 

 

8 

エジプト 

○ナポレオンのエジプト占領に抵抗 

→オスマン帝国からエジプト総督の地位を獲得 

○エジプトの近代化改革 

※フランス人レセップスによりスエズ運河開通 

→イギリスによりスエズ運河会社株買収 

○【9            】戦争 

〔原因〕アリーがオスマン帝国にシリア領有を要求 

〔経過〕仏の援助を受けたエジプトの大勝 

〔結果〕英露が干渉 

→ロンドン会議…アリーのシリア領有放棄 

（エジプト・スーダン総督世襲のみ承認） 

〔影響〕エジプトは莫大な債務を抱える 

⇒イギリスの支配へ 

※【10       】の反乱（1881～82） 

→英軍により鎮圧 

 アラビア半島 

○【11        】派の運動 

…イスラームの新宗派 

神秘主義を否定，原点への回帰を主張 

⇒【12        】王国成立 

（1744～1818，23～89） 

○ワッハーブ派と豪族サウード家が 

提携して建国 

 イラン 

○サファヴィー朝滅亡（1736） 

⇒【13         】朝成立（1796～1925） 

○【14            】条約（1828） 

…ロシアに治外法権を認める 

→外国勢力の進出 

○【15        】の反乱（1848）→鎮圧 

 

 アフガニスタン 

○ムガル帝国により支配（1526～） 

○【16       】王国独立（18C 半） 

○【17       】戦争（１～３次，19C） 

→【18       】により保護国化（1880） 

オスマン帝国 


